
 

○
消
防
庁
告
示
第
十
七
号 

 

消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
救
助
操
法
の

基
準
（
昭
和
五
十
三
年
消
防
庁
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
十
月
九
日 

 
  
   

   
   

   
  
   

   
  

 
   

   
  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

 
 

消
防
庁
長
官 

大
沢 

 

博 
 

 

 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う

。
）

は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い

も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。 



 

改 
 

正 
 

後 

改 
 

正 
 

前 
第
二
編 

消
防
救
助
基
本
操
法 

 

［
第
一
章
～
第
十
五
章 

略
］ 

 
 

 

第
十
六
章 

ロ
ー
プ
操
法 

 
 

第
一
節 
通
則 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
八
条 

第
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ロ
ー
プ
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
六 

略
］ 

 

七 

ロ
ー
プ
は
、
踏
み
つ
け
、
引
き
ず
り
等
を
し
な
い
こ
と
。 

 
 

［
第
二
節
～
第
四
節 

略
］ 

第
五
節 

渡
過
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
三
十
一
条 

第
四
条
及
び
第
百
八
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
渡
過
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

略
］ 

第
六
節 

確
保
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
三
十
五
条 

第
四
条
及
び
第
百
八
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
確
保
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
六 

略
］ 

 
 

 

第
十
六
章
の
二 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法 

 
 

第
一
節 

通
則 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法
の
種
別
） 

第
百
三
十
八
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法
を
分
け
て
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ

ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
操
法
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
操
法
、
都
市
型
ロ

ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
操
法
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
操
法
及
び
都
市

型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
操
法
と
す
る
。 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
三
十
九
条 

第
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法
を
実

施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法
に
お
い
て
は
、
破
断
荷
重
二
十
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン

以
上
で
、
長
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
小
綱
及
び
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
繊
維
ロ
ー
プ

（
中
芯
と
外
皮
の
二
重
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

ロ
ー
プ
及
び
器
具
は
、
許
容
荷
重
を
超
え
て
使
用
し
な
い
こ
と
。 

三 

ロ
ー
プ
は
、
必
要
以
上
に
衝
撃
を
与
え
、
又
は
摩
さ
つ
し
な
い
こ
と
。 

四 

ロ
ー
プ
を
曲
折
部
に
か
け
る
場
合
は
、
緩
衝
物
を
あ
て
る
こ
と
。 

第
二
編 

［
同
上
］ 

 

［
第
一
章
～
第
十
五
章 

同
上
］ 

 
 

 

第
十
六
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 

［
同
上
］ 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
八
条 

［
略
］ 

  

［
一
～
六 

同
上
］ 

 

七 

ロ
ー
プ
は
、
踏
み
つ
け
又
は
引
き
ず
り
等
を
し
な
い
こ
と
。 

 
 

［
第
二
節
～
第
四
節 

同
上
］ 

第
五
節 

渡
過
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
三
十
一
条 

第
四
条
及
び
第
百
八
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
渡
過
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

同
上
］ 

第
六
節 

確
保
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
三
十
五
条 

第
四
条
及
び
第
百
八
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
確
保
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
六 

同
上
］ 

［
新
設
］ 

               



 

五 

結
索
を
完
了
し
た
ロ
ー
プ
は
結
び
目
を
整
理
し
、
ゆ
る
み
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

六 
ロ
ー
プ
を
複
数
本
使
用
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
色
等
に
よ
り
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

七 
ロ
ー
プ
は
、
踏
み
つ
け
、
引
き
ず
り
等
を
し
な
い
こ
と
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
の
整
理
） 

第
百
四
十
条 
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
ロ
ー
プ
操
法
に
使
用
す
る
長
い
ロ
ー
プ
の
整
理
は
、
次

の
各
号
の
要
領
に
よ
る
。 

一 

振
り
分
け
巻
き
に
よ
る
整
理
は
、
ロ
ー
プ
の
一
端
を
両
手
で
持
ち
、
両
手
を
広
げ
て
、
順
次
一
ひ
ろ
の
長

さ
を
と
っ
て
肩
に
か
け
て
い
き
、
巻
き
ど
め
の
で
き
る
長
さ
を
残
し
、
肩
に
か
け
た
ロ
ー
プ
を
折
り
返
し
た

状
態
を
保
ち
な
が
ら
手
に
持
ち
、
ロ
ー
プ
の
上
か
ら
巻
き
終
わ
り
の
ロ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と
四
回
程
度
巻
き

つ
け
、
こ
の
索
端
を
ロ
ー
プ
の
折
り
返
し
の
位
置
で
半
結
び
又
は
巻
結
び
に
よ
り
結
着
す
る
。 

 

二 

ロ
ー
プ
バ
ッ
グ
収
納
に
よ
る
整
理
は
、
ロ
ー
プ
の
一
端
か
ら
よ
り
に
注
意
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
バ
ッ
グ
へ
入

れ
て
い
き
、
収
納
す
る
。 

 
 

第
二
節 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
操
法 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
の
訓
練
要
領
） 

第
百
四
十
一
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
の
訓
練
要
領
は
、
第
百
十
一
条
の
規
定
を

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
十
一
条
中
「
基
本
結
索
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ

ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
の
種
別
及
び
要
領
） 

第
百
四
十
二
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
の
種
別
は
、
結
合
、
結
節
及
び
結
着
と
す

る
。 

２ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
に
お
け
る
ロ
ー
プ
等
の
結
合
の
要

領
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

ダ
ブ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 

   

                                      



 

 
⑷ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑸ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑹ 

 

 

   

   

⑺ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑻ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑼ 
 
 
 

 

 

 
 

  

 

⑽ 

 

 

 

 

    

                                      



 

二 

ダ
ブ
ル
シ
ー
ト
ベ
ン
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 

 

    

 
 

   
 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

           

三 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 

 

           

                                      



 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

            

３ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
に
お
け
る
ロ
ー
プ
の
結
節
の
要
領

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

ダ
ブ
ル
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 

    

 
      

 
 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

         

                                      



 

二 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
エ
イ
ト
オ
ン
ア
バ
イ
ト
（
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
） 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 

 

         

 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

            

三 

バ
タ
フ
ラ
イ
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 

 

         

  

                                      



 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

            

⑺ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑻ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑼ 

        

 
 

 

四 

ダ
ブ
ル
ル
ー
プ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
エ
イ
ト
（
ラ
ビ
ッ
ト
ノ
ッ
ト
） 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

           

                                      



 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

  

 
   

   

 

五 

ダ
ブ
ル
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

           

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

             

                                      



 

⑺ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          

 

４ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
基
本
結
索
に
お
け
る
ロ
ー
プ
等
の
結
着
の
要

領
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

バ
レ
ル
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

           

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

          

                                      



 

二 

ボ
ウ
ラ
イ
ン
ノ
ッ
ト 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

        

  

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

         

 

⑺ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑻ 

   

 

          

                                      



 

三 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
エ
イ
ト
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

            

 

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

          

            

                                      



 

四 

ス
リ
ー
ラ
ウ
ン
ド
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク 

⑴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑵ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑶ 
 
 
 

 
 

 

  

 

        

⑷ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑸ 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑹ 

           

⑺ 

            

                                      



 

五 

ツ
ー
バ
イ
ト 

          

六 

ラ
ウ
ン
ド
タ
ー
ン 

        

 

 

七 

ガ
ー
ス
ヒ
ッ
チ
（
カ
ウ
ヒ
ッ
チ
） 

          

 
 

第
三
節 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
操
法 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
懸
垂
ロ
ー
プ
の
設
定
要
領
） 

第
百
四
十
三
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
の
た
め
の
懸
垂
ロ
ー
プ
（
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
設
定
要
領
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

一 

懸
垂
降
下
を
行
う
場
合
は
、
開
口
部
が
少
な
く
、
崩
壊
の
お
そ
れ
の
な
い
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
。 

                                      



 

 
二 

懸
垂
点
は
、
綿
密
に
点
検
し
、
ロ
ー
プ
等
の
結
着
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
一
本
ず
つ
二
箇
所
に
又
は
一

箇
所
に
二
本
行
い
、
二
重
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
懸
垂
点
を
追
加
す
る
な
ど
、

ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
を
確
実
に
設
定
す
る
こ
と
。 

 
 

ア 

一
本
ず
つ
二
箇
所 

               
 

イ 

一
箇
所
に
二
本 

         

三 

ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
は
、
二
系
統
と
し
、
長
さ
は
、
着
地
点
に
と
ど
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
四
十
四
条 

第
四
条
及
び
第
百
三
十
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ

る
座
席
懸
垂
降
下
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

降
下
の
た
め
壁
面
に
出
る
と
き
は
、
懸
垂
点
側
の
ロ
ー
プ
の
ゆ
る
み
を
な
く
し
、
体
重
を
徐
々
に
ア
ク
セ

ス
ラ
イ
ン
に
か
け
な
が
ら
行
う
こ
と
。 

二 

降
下
に
際
し
て
は
、
皮
手
袋
を
使
用
し
、
降
下
速
度
の
調
節
を
慎
重
に
行
う
こ
と
。 

                                      



 

三 

降
下
に
際
し
て
は
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
式
確
保
器
具
（
以
下
「
確
保
器
具
」
と
い
う
。
）
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

式
降
下
器
具
（
以
下
「
降
下
器
具
」
と
い
う
。
）
等
に
よ
り
二
重
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
身
体

の
固
定
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と
。 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
の
訓
練
要
領
） 

第
百
四
十
五
条 
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
を
実
施
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び

要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
「
座
席
懸
垂
用
意
」
と
号
令
し
、
降
下
員
の
「
準
備
よ
し
」
の
合
図
で
「
始
め
」
と
号
令

し
、
降
下
員
の
「
到
着
」
の
合
図
で
「
よ
し
」
と
指
示
す
る
。 

二 

降
下
員
は
、
前
号
の
「
座
席
懸
垂
用
意
」
の
号
令
で
ロ
ー
プ
を
確
保
器
具
、
降
下
器
具
等
に
そ
れ
ぞ
れ
設

定
し
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
等
の
点
検
を
実
施
し
て
、
壁
面
に
降
下
姿
勢
を
と
っ
て
「
準
備
よ
し
」
と
合
図

し
、
前
号
の
「
始
め
」
の
号
令
で
降
下
を
開
始
し
、
地
上
か
ら
お
お
む
ね
一
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
一
旦
停
止

し
た
の
ち
降
下
着
地
し
て
「
到
着
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
よ
し
」
の
指
示
で
壁
面
か
ら
後
方
に
さ
が
り
な

が
ら
ロ
ー
プ
を
降
下
器
具
、
確
保
器
具
等
か
ら
は
ず
し
、
両
手
で
ロ
ー
プ
を
開
い
て
は
な
し
、
「
ロ
ー
プ
よ

し
、
終
り
」
と
合
図
す
る
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
の
要
領
） 

第
百
四
十
六
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
座
席
懸
垂
降
下
の
要
領
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

墜
落
制
止
用
器
具
（
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
着
装
す
る
こ
と
と
し
、
降
下
器
具
の

カ
ラ
ビ
ナ
設
定
位
置
は
腹
部
Ⅾ
環
と
す
る
。 

二 

器
具
の
仕
様
及
び
取
扱
要
領
に
従
い
、
器
具
の
性
能
を
超
え
た
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。 

三 

ロ
ー
プ
を
確
保
器
具
、
降
下
器
具
等
に
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
懸
垂
点
側
の
ロ
ー
プ
の
ゆ
る
み
を
な
く
し
、

確
保
器
具
、
降
下
器
具
等
を
操
作
し
て
制
動
と
し
、
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
に
徐
々
に
体
重
を
か
け
つ
つ
壁
面
に

移
動
し
、
上
体
を
ロ
ー
プ
に
平
行
に
保
ち
、
足
は
上
体
に
対
し
て
お
お
む
ね
直
角
に
な
る
よ
う
に
し
て
横
一

歩
に
開
き
、
足
底
を
壁
面
に
平
ら
に
つ
け
、
目
は
右
足
下
方
の
降
下
路
を
見
な
が
ら
制
動
を
ゆ
る
め
、
壁
面

を
歩
い
て
降
下
す
る
。 

 
 

第
四
節 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
操
法 

 

（
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
の
設
定
要
領
） 

第
百
四
十
七
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
の
設
定
要
領

は
、
第
百
四
十
三
条
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
四
十
八
条 

第
四
条
及
び
第
百
三
十
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ

る
登
は
ん
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
確
保
器
具
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
式
登
は
ん
器
具
（
以
下
「
登
は
ん
器
具
」

と
い
う
。
）
等
に
よ
り
二
重
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
身
体
の
固
定
状
況
等
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
の
訓
練
要
領
） 

第
百
四
十
九
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
を
行
う
に
は
、
次
の
各
項
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

２ 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
に
お
け
る
定
位
は
、
登
は
ん
開
始
位
置
の
ア
ク
セ
ス
ラ
イ

                                      



 

ン
か
ら
お
お
む
ね
一
メ
ー
ト
ル
隔
て
た
位
置
と
す
る
。 

３ 
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
を
行
う
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 
指
揮
者
は
、
「
登
は
ん
用
意
」
と
号
令
し
、
登
は
ん
員
の
「
準
備
よ
し
」
の
合
図
で
「
始
め
」
と
号
令

し
、
登
は
ん
員
の
「
到
着
」
の
合
図
で
「
よ
し
」
と
指
示
す
る
。 

二 

登
は
ん
員
は
、
前
号
の
「
登
は
ん
用
意
」
の
号
令
で
ロ
ー
プ
を
確
保
器
具
、
登
は
ん
器
具
等
に
そ
れ
ぞ
れ

設
定
し
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
等
の
点
検
を
実
施
し
て
、
登
は
ん
姿
勢
を
と
っ
て
「
準
備
よ
し
」
と
合
図

し
、
前
号
の
「
始
め
」
の
号
令
で
登
は
ん
を
開
始
し
、
登
は
ん
を
完
了
し
た
と
き
「
到
着
」
と
合
図
し
、
前

号
の
「
よ
し
」
の
指
示
で
ロ
ー
プ
を
器
具
か
ら
は
ず
し
て
両
手
で
ロ
ー
プ
を
開
い
て
は
な
し
、
「
ロ
ー
プ
よ

し
、
終
り
」
と
合
図
す
る
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
の
要
領
） 

第
百
五
十
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
登
は
ん
は
、
次
の
各
号
の
要
領
に
よ
る
。 

一 

登
は
ん
員
は
、
墜
落
制
止
用
器
具
を
着
装
す
る
。 

二 

器
具
の
仕
様
及
び
取
扱
要
領
に
従
い
、
器
具
の
性
能
を
超
え
た
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。 

三 

登
は
ん
員
は
、
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
に
面
し
、
確
保
器
具
、
登
は
ん
器
具
等
を
設
定
し
た
の
ち
、
各
器
具
を

活
用
し
登
は
ん
す
る
。 

 
 

第
五
節 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
操
法 

 

（
渡
過
ロ
ー
プ
の
設
定
要
領
） 

第
百
五
十
一
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
の
た
め
の
ロ
ー
プ
等
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
ブ
リ
ッ
ジ
線
」
と
い
う
。
）
の
設
定
要
領
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

係
留
点
は
、
綿
密
に
点
検
し
、
ロ
ー
プ
等
の
結
着
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
一
本
ず
つ
二
箇
所
に

又
は
一
箇
所
に
二
本
行
い
、
二
重
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
係
留
点
を
追
加
す
る

な
ど
、
確
実
に
設
定
す
る
こ
と
。 

 
 

ア 

一
本
ず
つ
二
箇
所 

               

                                      



 

 
 

イ 

一
箇
所
に
二
本 

       

二 

渡
過
施
設
は
、
渡
過
員
が
ロ
ー
プ
に
宙
吊
り
に
な
っ
て
も
、
地
物
に
接
触
す
る
こ
と
の
な
い
場
所
を
選
ぶ

こ
と
。 

三 

ブ
リ
ッ
ジ
線
は
、
原
則
と
し
て
二
系
統
を
あ
わ
せ
、
展
張
は
一
本
ず
つ
行
う
こ
と
。 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
五
十
二
条 

第
四
条
及
び
第
百
三
十
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ

る
渡
過
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

渡
過
員
は
、
二
系
統
を
あ
わ
せ
、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
付
き
ラ
ン
ヤ
ー
ド
に
つ
な
が
れ
た
カ
ラ
ビ
ナ
及

び
カ
ラ
ビ
ナ
、
二
重
滑
車
等
を
設
定
し
、
二
重
の
安
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二 

渡
過
訓
練
は
、
低
所
か
ら
高
所
へ
と
練
度
に
応
じ
て
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
の
訓
練
要
領
） 

第
百
五
十
三
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
を
実
施
す
る
に
は
、
渡
過
訓
練
を
行
う
に
十
分

な
渡
過
施
設
を
設
定
し
て
お
く
。 

２ 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
に
お
け
る
定
位
は
、
渡
過
開
始
位
置
か
ら
お
お
む
ね
一
メ
ー

ト
ル
隔
て
た
位
置
と
す
る
。 

３ 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
を
行
う
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
「
渡
過
用
意
」
と
号
令
し
、
渡
過
員
の
「
準
備
よ
し
」
の
合
図
で
「
始
め
」
と
号
令
し
、
渡

過
員
の
「
到
着
」
の
合
図
で
「
よ
し
」
と
指
示
す
る
。 

二 

渡
過
員
は
、
前
号
の
「
渡
過
用
意
」
の
号
令
で
ブ
リ
ッ
ジ
線
に
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
付
き
ラ
ン
ヤ
ー
ド

に
つ
な
が
れ
た
カ
ラ
ビ
ナ
及
び
カ
ラ
ビ
ナ
、
二
重
滑
車
等
を
設
定
し
、
安
全
環
を
し
め
た
の
ち
渡
過
姿
勢
を

と
っ
て
「
準
備
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
始
め
」
の
号
令
で
渡
過
を
開
始
し
、
渡
過
を
完
了
し
た
と
き

「
到
着
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
よ
し
」
の
指
示
で
ブ
リ
ッ
ジ
線
か
ら
カ
ラ
ビ
ナ
等
を
は
ず
し
、
係
留
点
を

視
認
点
検
し
て
「
係
留
点
よ
し
」
、
次
い
で
「
終
り
」
と
合
図
す
る
。 

 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
の
要
領
） 

第
百
五
十
四
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
渡
過
は
、
次
の
各
号
の
要
領
に
よ
る
。 

一 

墜
落
制
止
用
器
具
を
着
装
し
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
二
重
滑
車
等
の
設
定
位
置
は
腹
部
Ⅾ
環
と
す
る
。 

二 

器
具
の
仕
様
及
び
取
扱
要
領
に
従
い
、
器
具
の
性
能
を
超
え
た
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。 

                                      



 

三 

渡
過
す
る
方
向
を
左
側
に
し
て
ブ
リ
ッ
ジ
線
に
対
面
し
、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
付
き
ラ
ン
ヤ
ー
ド
に
つ

な
が
れ
た
カ
ラ
ビ
ナ
を
ブ
リ
ッ
ジ
線
の
下
か
ら
か
け
て
安
全
環
を
確
実
に
し
め
、
次
い
で
カ
ラ
ビ
ナ
、
二
重

滑
車
等
を
ブ
リ
ッ
ジ
線
に
か
け
て
安
全
環
を
確
実
に
し
め
、
進
む
方
向
側
の
ロ
ー
プ
を
両
手
で
も
っ
て
下
が

り
、
体
重
を
墜
落
制
止
用
器
具
に
か
け
、
両
手
で
交
互
に
ロ
ー
プ
を
つ
か
み
、
引
い
て
渡
過
す
る
。 

第
六
節 
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
操
法 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
五
十
五
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
第
四
条
、
第
百
三

十
五
条
各
号
及
び
第
百
三
十
九
条
に
定
め
る
事
項
に
留
意
す
る
ほ
か
、
確
保
器
具
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
式
制
動
器

具
（
以
下
「
制
動
器
具
」
と
い
う
。
）
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
の
訓
練
要
領
） 

第
百
五
十
六
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
を
実
施
す
る
と
き
は
、
第
百
三
十
六
条
に
定
め

る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
要
領
に
よ
る
。 

一 

確
保
ロ
ー
プ
は
、
二
系
統
と
す
る
こ
と
。 

二 

降
下
員
は
、
確
保
ロ
ー
プ
を
墜
落
制
止
用
器
具
に
設
定
す
る
こ
と
。 

三 

確
保
器
具
、
制
動
器
具
等
に
確
保
ロ
ー
プ
を
設
定
し
た
際
は
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
等
の
点
検
を
実
施
す

る
こ
と
。 

（
都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
の
要
領
） 

第
百
五
十
七
条 

都
市
型
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
器
具
に
よ
る
確
保
を
行
う
に
は
、
器
具
の
仕
様
及
び
取
扱
要
領
に

従
い
、
器
具
の
性
能
を
超
え
た
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。 

 
 

 

第
十
七
章 

は
し
ご
操
法 

 
 

第
一
節 

［
略
］ 

第
百
五
十
八
条 

［
略
］ 

第
百
五
十
九
条 

［
略
］ 

第
百
六
十
条 

［
略
］ 

 
 

第
二
節 

［
略
］ 

第
百
六
十
一
条
～
第
百
六
十
四
条 

［
略
］ 

第
三
節 

か
ぎ
付
は
し
ご
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
六
十
五
条 

第
四
条
、
第
百
八
条
、
第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
六
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
か
ぎ
付
は

し
ご
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
・
二 

略
］ 

（
か
ぎ
付
は
し
ご
の
搬
送
） 

第
百
六
十
六
条 

か
ぎ
付
は
し
ご
を
架
て
い
位
置
に
搬
送
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

第
一
は
し
ご
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
第
二
は
し
ご
員
と
協
力
し

て
か
ぎ
付
は
し
ご
を
架
て
い
位
置
に
搬
送
し
、
第
二
は
し
ご
員
が
基
底
部
を
地
面
に
つ
け
た
の
ち
、
は
し
ご

を
肩
か
ら
は
ず
し
、
主
か
ん
を
順
次
も
ち
か
え
て
は
し
ご
先
端
に
い
た
り
、
は
し
ご
の
表
側
を
上
に
し
て
も

ち
、
第
二
は
し
ご
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
か
ぎ
を
引
き
出
し
、
「
か
ぎ
よ
し
」
と
合
図
し
て
は
し
ご
を
そ

                    
 

 

第
十
七
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 

［
同
上
］ 

第
百
三
十
八
条 

［
同
上
］ 

第
百
三
十
九
条 

［
同
上
］ 

第
百
四
十
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
二
節 

［
同
上
］ 

第
百
四
十
一
条
～
第
百
四
十
四
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
四
十
五
条 

第
四
条
、
第
百
八
条
、
第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
四
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
か
ぎ
付
は

し
ご
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
［
一
・
二 

同
上
］ 

（
か
ぎ
付
は
し
ご
の
搬
送
） 

第
百
四
十
六
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

第
一
は
し
ご
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
第
二
は
し
ご
員
と
協
力
し

て
か
ぎ
付
は
し
ご
を
架
て
い
位
置
に
搬
送
し
、
第
二
は
し
ご
員
が
基
底
部
を
地
面
に
つ
け
た
の
ち
、
は
し
ご

を
肩
か
ら
は
ず
し
、
主
か
ん
を
順
次
も
ち
か
え
て
は
し
ご
先
端
に
い
た
り
、
は
し
ご
の
表
側
を
上
に
し
て
も

ち
、
第
二
は
し
ご
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
か
ぎ
を
引
き
出
し
、
「
か
ぎ
よ
し
」
と
合
図
し
て
は
し
ご
を
そ



 

の
場
に
置
く
。 

三 
第
二
は
し
ご
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
第
一
は
し
ご
員
と
協
力

し
て
か
ぎ
付
は
し
ご
を
架
て
い
位
置
に
搬
送
し
、
は
し
ご
を
肩
か
ら
は
ず
し
て
基
底
部
を
地
面
に
つ
け
、
は

し
ご
の
右
側
中
央
部
に
い
た
り
、
両
手
で
は
し
ご
を
も
つ
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
第
一
は
し
ご
員
の
「
か

ぎ
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
を
そ
の
場
に
置
く
。 

［
四 

略
］ 

第
百
六
十
七
条
～
第
百
七
十
一
条 

［
略
］ 

 
 

 

第
十
八
章 

人
て
い
操
法 

 
 

第
一
節 

［
略
］ 

第
百
七
十
二
条 

［
略
］ 

第
百
七
十
三
条 

［
略
］ 

 
 

第
二
節 

［
略
］ 

第
百
七
十
四
条 

［
略
］ 

第
百
七
十
五
条 

［
略
］ 

第
百
七
十
六
条 

［
略
］ 

第
三
節 

［
略
］ 

第
百
七
十
七
条 

［
略
］ 

第
百
七
十
八
条 

［
略
］ 

第
百
七
十
九
条 

［
略
］ 

 
 

第
四
節 

空
間
人
て
い
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
八
十
条 

第
百
七
十
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
空
間
人
て
い
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
・
二 

略
］ 

第
百
八
十
一
条 

［
略
］ 

第
百
八
十
二
条 

［
略
］ 

第
百
八
十
三
条 

［
略
］ 

第
三
編 

［
略
］ 

第
百
八
十
四
条
～
第
百
九
十
四
条 

［
略
］ 

第
四
編 

消
防
救
助
応
用
操
法 

 
 

 

第
一
章 

通
則 

第
百
九
十
五
条 

［
略
］ 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
九
十
六
条 

第
四
条
、
第
十
一
条
、
第
百
八
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
六
条
、
第
百
三
十
五
条
及
び
第

百
六
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
応
用
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

略
］ 

 
 

 

第
二
章 

高
所
救
助
操
法 

の
場
に
置
く
。 

三 

第
二
は
し
ご
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
第
一
は
し
ご
員
と
協
力

し
て
か
ぎ
付
は
し
ご
を
架
て
い
位
置
に
搬
送
し
、
は
し
ご
を
肩
か
ら
は
ず
し
て
基
底
部
を
地
面
に
つ
け
、
は

し
ご
の
右
側
中
央
部
に
い
た
り
、
両
手
で
は
し
ご
を
も
つ
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
第
一
は
し
ご
員
の
「
か

ぎ
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
を
そ
の
場
に
置
く
。 

［
四 

同
上
］ 

第
百
四
十
七
条
～
第
百
五
十
一
条 

［
同
上
］ 

 

第
十
八
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
二
条 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
三
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
二
節 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
四
条 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
五
条 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
六
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
七
条 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
八
条 

［
同
上
］ 

第
百
五
十
九
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
四
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
六
十
条 

第
百
五
十
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
空
間
人
て
い
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
・
二 

同
上
］ 

第
百
六
十
一
条 

［
同
上
］ 

第
百
六
十
二
条 

［
同
上
］ 

第
百
六
十
三
条 

［
同
上
］ 

第
三
編 

［
同
上
］ 

第
百
六
十
四
条
～
第
百
七
十
四
条 

［
同
上
］ 

第
四
編 

［
同
上
］ 

 
 

 

第
一
章 

［
同
上
］ 

第
百
七
十
五
条 

［
同
上
］ 

 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
七
十
六
条 

第
四
条
、
第
十
一
条
、
第
百
八
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
六
条
、
第
百
三
十
五
条
及
び
第

百
四
十
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
応
用
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

同
上
］ 

第
二
章 

［
同
上
］ 



 

 
第
一
節 

通
則 

第
百
九
十
七
条 

［
略
］ 

 

（
高
所
救
助
操
法
の
機
械
器
具
の
名
称
及
び
定
位
） 

第
百
九
十
八
条 

高
所
救
助
操
法
の
機
械
器
具
の
名
称
及
び
定
位
は
、
第
百
八
十
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
三
十
三
図
か
ら
第
三
十
六
図
ま
で
の
と
お
り
と
す
る
。 

［
第
３
３
図
～
第
３
６
図 

略
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
九
十
九
条 

第
百
六
十
五
条
、
第
百
八
十
五
条
及
び
第
百
九
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
所
救
助
操

法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
四 

略
］ 

 

第
二
節 

か
か
え
救
助
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
条 

第
百
九
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
か
か
え
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
・
二 

略
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
一
条 

か
か
え
救
助
操
法
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
二
号
で
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
二
百
二
条 

は
し
ご
を
架
て
い
し
、
屋
内
進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
屋
内
進

入
し
て
、
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
し
、
指
揮
者
が
進
入
し
た
の
ち
、
は
し
ご
上
部
の
固
定
措
置
を
行
い
「
は

し
ご
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
、
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目

標
開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は

し
ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
進
入
を
確
認
し
て
、
は
し
ご
の
確
保
を
解
き
、
一
番
員
の
「
は
し

ご
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
上
部
ま
で
登
て
い
し
、
「
準
備
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

第
二
百
三
条 

［
略
］ 

（
収
納
） 

第
二
百
四
条 

救
出
完
了
の
の
ち
、
三
連
は
し
ご
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
は
し
ご
上
部
の
固
定
措
置
を
解
き
、
指
揮
者
に
続
い
て
降
て
い
し
、
第
百
六

 

第
一
節 

［
同
上
］ 

第
百
七
十
七
条 

［
同
上
］ 

 

（
高
所
救
助
操
法
の
機
械
器
具
の
名
称
及
び
定
位
） 

第
百
七
十
八
条 

高
所
救
助
操
法
の
機
械
器
具
の
名
称
及
び
定
位
は
、
第
百
六
十
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
三
十
三
図
か
ら
第
三
十
六
図
ま
で
の
と
お
り
と
す
る
。 

［
第
３
３
図
～
第
３
６
図 

同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
七
十
九
条 

第
百
四
十
五
条
、
第
百
六
十
五
条
及
び
第
百
七
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
所
救
助
操

法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
四 

同
上
］ 

 

第
二
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
八
十
条 

第
百
七
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
か
か
え
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
・
二 

同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
百
八
十
一
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
二
号
で
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
百
八
十
二
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
屋
内
進

入
し
て
、
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
し
、
指
揮
者
が
進
入
し
た
の
ち
、
は
し
ご
上
部
の
固
定
措
置
を
行
い
「
は

し
ご
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
、
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目

標
開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は

し
ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
進
入
を
確
認
し
て
、
は
し
ご
の
確
保
を
解
き
、
一
番
員
の
「
は
し

ご
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
上
部
ま
で
登
て
い
し
、
「
準
備
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

第
百
八
十
三
条 

［
同
上
］ 

（
収
納
） 

第
百
八
十
四
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
は
し
ご
上
部
の
固
定
措
置
を
解
き
、
指
揮
者
に
続
い
て
降
て
い
し
、
第
百
四



 

十
三
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
縮
て
い
し
、
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 
二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
三
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
縮
て
い
し
、
も
と
の

位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
三
節 
応
急
は
し
ご
救
助
操
法 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
五
条 

応
急
は
し
ご
救
助
操
法
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

略
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
二
百
六
条 

は
し
ご
を
架
て
い
し
、
屋
内
進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
上
階
開

口
部
の
上
方
に
架
て
い
し
、
前
号
の
進
入
の
号
令
で
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
屋
内

進
入
し
て
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
、
第
百
六
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
上

階
開
口
部
の
上
方
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要

領
で
は
し
ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
屋
内
進
入
を
確
認
し
て
は
し
ご
の
確
保
を
解
く
。 

［
四 

略
］ 

（
救
出
準
備
及
び
救
出
） 

第
二
百
七
条 

救
出
の
準
備
及
び
要
救
助
者
の
救
出
を
行
う
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一
～
三 

略
］ 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
救
出
用
意
」
の
号
令
で
救
助
ロ
ー
プ
の
結
び
を
は
し
ご
最
下
段
の
横
さ
ん
の
下

か
ら
と
お
し
て
は
し
ご
の
表
側
に
出
し
、
こ
の
結
び
を
も
つ
て
第
百
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
要

領
で
は
し
ご
を
登
て
い
し
、
て
い
上
で
安
定
し
た
姿
勢
を
と
り
、
救
助
ロ
ー
プ
を
支
持
点
の
横
さ
ん
の
上
か

ら
は
し
ご
の
裏
側
に
と
お
し
て
一
番
員
に
渡
し
、
て
い
上
作
業
の
姿
勢
を
解
い
て
屋
内
進
入
し
て
「
進
入
よ

し
」
と
合
図
し
、
一
番
員
に
協
力
し
て
要
救
助
者
を
身
体
結
索
し
、
第
一
号
の
「
救
出
始
め
、
ロ
ー
プ
引

け
」
の
号
令
で
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
一
番
員
と
協
力
し
て
要
救
助
者
を
も
ち
上
げ
て
は
し
ご
横
さ
ん
に
吊

り
下
げ
た
の
ち
、
は
し
ご
左
（
右
）
側
主
か
ん
を
片
手
で
も
つ
て
一
番
員
の
「
は
し
ご
よ
し
」
の
合
図
で
一

番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
押
し
出
し
、
要
救
助
者
を
救
出
し
た
の
ち
、
は
し
ご
を
も
と
に
も
ど
す
。 

（
収
納
） 

第
二
百
八
条 

救
出
完
了
の
の
ち
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
三
番
員
及
び
一
番
員
が
順
に
は
し
ご
を
降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百

六
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
降
て
い
す
る
。 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
は
し
ご
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
、
「
ロ
ー
プ
」
と
合
図
し
、
ロ
ー
プ
の

十
三
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
縮
て
い
し
、
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
四
十
三
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
縮
て
い
し
、
も
と
の

位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
百
八
十
五
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

同
上
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
百
八
十
六
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
上
階
開

口
部
の
上
方
に
架
て
い
し
、
前
号
の
進
入
の
号
令
で
第
百
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
屋
内

進
入
し
て
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
、
第
百
四
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
上

階
開
口
部
の
上
方
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
四
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要

領
で
は
し
ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
屋
内
進
入
を
確
認
し
て
は
し
ご
の
確
保
を
解
く
。 

［
四 

同
上
］ 

（
救
出
準
備
及
び
救
出
） 

第
百
八
十
七
条 

［
同
上
］ 

［
一
～
三 

同
上
］ 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
救
出
用
意
」
の
号
令
で
救
助
ロ
ー
プ
の
結
び
を
は
し
ご
最
下
段
の
横
さ
ん
の
下

か
ら
と
お
し
て
は
し
ご
の
表
側
に
出
し
、
こ
の
結
び
を
も
つ
て
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
要

領
で
は
し
ご
を
登
て
い
し
、
て
い
上
で
安
定
し
た
姿
勢
を
と
り
、
救
助
ロ
ー
プ
を
支
持
点
の
横
さ
ん
の
上
か

ら
は
し
ご
の
裏
側
に
と
お
し
て
一
番
員
に
渡
し
、
て
い
上
作
業
の
姿
勢
を
解
い
て
屋
内
進
入
し
て
「
進
入
よ

し
」
と
合
図
し
、
一
番
員
に
協
力
し
て
要
救
助
者
を
身
体
結
索
し
、
第
一
号
の
「
救
出
始
め
、
ロ
ー
プ
引

け
」
の
号
令
で
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
一
番
員
と
協
力
し
て
要
救
助
者
を
も
ち
上
げ
て
は
し
ご
横
さ
ん
に
吊

り
下
げ
た
の
ち
、
は
し
ご
左
（
右
）
側
主
か
ん
を
片
手
で
も
つ
て
一
番
員
の
「
は
し
ご
よ
し
」
の
合
図
で
一

番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
押
し
出
し
、
要
救
助
者
を
救
出
し
た
の
ち
、
は
し
ご
を
も
と
に
も
ど
す
。 

（
収
納
） 

第
百
八
十
八
条 
［
同
上
］ 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
三
番
員
及
び
一
番
員
が
順
に
は
し
ご
を
降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百

四
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
降
て
い
す
る
。 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
は
し
ご
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
、
「
ロ
ー
プ
」
と
合
図
し
、
ロ
ー
プ
の



 

端
末
を
地
上
に
お
ろ
し
た
の
ち
、
第
百
六
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
、
は
し
ご
を
降
て
い
し
、
二
番

員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 
二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
、
は
し
ご
を
確
保
し
、
三
番

員
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
順
に
降
て
い
し
た
の
ち
、
一
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送

し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
降
て
い
し
、
救
助
ロ

ー
プ
の
結
び
目
を
解
い
て
整
理
し
、
ロ
ー
プ
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
四
節 

は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

一)
 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
九
条 

第
百
九
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

一)

を
実
施
す
る
と
き
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

略
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
十
条 

は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

一)

を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

略
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
二
百
十
一
条 

は
し
ご
を
架
て
い
し
、
屋
内
進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
三
番
員
か
ら
ロ
ー
プ
を
受
け
取
つ
て
肩
に
か
け
、
第
百
六

十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
し
て
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
担
架
用
意
」
の

号
令
で
ロ
ー
プ
を
解
き
、
一
端
を
地
上
に
降
ろ
し
、
三
番
員
の
「
担
架
よ
し
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
た
ぐ

り
、
担
架
を
引
き
上
げ
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標

開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し

ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
屋
内
進
入
を
確
認
し
て
確
保
を
解
き
、
同
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号

令
で
は
し
ご
を
保
持
し
て
「
確
保
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

［
四 

略
］ 

第
二
百
十
二
条 

［
略
］ 

（
収
納
） 

第
二
百
十
三
条 

救
出
完
了
の
の
ち
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
は
し
ご
の
架
て
い
状
況
を
見
て
、
二
番
員
に
「
確
保
」
と
号
令

し
、
一
番
員
及
び
三
番
員
が
降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百
六
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
降
て
い
す
る
。 

端
末
を
地
上
に
お
ろ
し
た
の
ち
、
第
百
四
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
、
は
し
ご
を
降
て
い
し
、
二
番

員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
四
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
、
は
し
ご
を
確
保
し
、
三
番

員
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
順
に
降
て
い
し
た
の
ち
、
一
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送

し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
四
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
降
て
い
し
、
救
助
ロ

ー
プ
の
結
び
目
を
解
い
て
整
理
し
、
ロ
ー
プ
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
置
き
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
四
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
八
十
九
条 

第
百
七
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

一)

を
実
施
す
る
と
き
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
百
九
十
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

同
上
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
百
九
十
一
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
三
番
員
か
ら
ロ
ー
プ
を
受
け
取
つ
て
肩
に
か
け
、
第
百
四

十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
し
て
「
進
入
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
担
架
用
意
」
の

号
令
で
ロ
ー
プ
を
解
き
、
一
端
を
地
上
に
降
ろ
し
、
三
番
員
の
「
担
架
よ
し
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
た
ぐ

り
、
担
架
を
引
き
上
げ
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標

開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
四
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し

ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
屋
内
進
入
を
確
認
し
て
確
保
を
解
き
、
同
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号

令
で
は
し
ご
を
保
持
し
て
「
確
保
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

［
四 
同
上
］ 

第
百
九
十
二
条 

［
同
上
］ 

（
収
納
） 

第
百
九
十
三
条 

［
同
上
］ 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
は
し
ご
の
架
て
い
状
況
を
見
て
、
二
番
員
に
「
確
保
」
と
号
令

し
、
一
番
員
及
び
三
番
員
が
降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百
四
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
降
て
い
す
る
。 



 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
に
よ
る
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
引
上
げ
ロ
ー
プ
を
引
い
て
は
し

ご
を
起
こ
し
た
の
ち
、
こ
れ
を
保
持
し
、
二
番
員
の
「
確
保
よ
し
」
の
合
図
で
第
百
六
十
四
条
第
二
号
に
定

め
る
要
領
で
降
て
い
し
、
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

［
三 

略
］ 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
に
よ
る
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
引
上
げ
ロ
ー
プ
を
引
い
て
は

し
ご
を
起
こ
し
、
二
番
員
の
「
架
て
い
よ
し
」
の
合
図
で
確
保
ロ
ー
プ
を
解
い
て
整
理
し
た
の
ち
肩
に
か

け
、
第
百
六
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
降
て
い
し
、
担
架
、
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
も
と
の
位
置
に
搬

送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
五
節 

［
略
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
十
四
条 

第
百
九
十
六
条
及
び
第
二
百
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

二)

を
実

施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

略
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
十
五
条 

は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

二)

を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

略
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
二
百
十
六
条 

は
し
ご
を
架
て
い
し
、
屋
内
進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
三
番
員
か
ら
担
架
引
上
げ
用
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
受
け
取

つ
て
肩
に
か
け
、
と
び
口
一
本
を
持
つ
て
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
し
て
「
進

入
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
と
び
口
結
着
」
の
号
令
で
と
び
口
二
本
を
小
綱
で
結
着
し
、
と
び
口
の
先

端
を
開
き
適
当
な
位
置
の
は
し
ご
の
主
か
ん
に
小
綱
で
そ
れ
ぞ
れ
結
着
し
、
「
結
着
よ
し
」
と
合
図
し
た
の

ち
、
前
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号
令
で
ロ
ー
プ
を
解
き
、
一
端
を
地
上
に
降
ろ
し
、
三
番
員
の
「
担
架
よ

し
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
三
番
員
と
協
力
し
て
担
架
を
引
き
上
げ
た
の
ち
引
上
げ
用
ロ
ー
プ
を
解

き
、
続
い
て
三
番
員
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
受
け
取
り
、
一
箇
所
吊
り
担
架
の
カ
ラ
ビ
ナ
に
も
や
い
結
び
、
半

結
び
で
結
着
し
、
「
結
着
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
六
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標

開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し

ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
登
て
い
を
確
認
し
た
の
ち
、
同
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号
令
で
一
番

員
の
降
ろ
し
た
ロ
ー
プ
を
担
架
頭
部
の
枠
に
巻
結
び
及
び
半
結
び
で
結
着
し
て
「
担
架
結
着
よ
し
」
と
合
図

し
、
は
し
ご
を
保
持
し
て
「
確
保
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
に
よ
る
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
引
上
げ
ロ
ー
プ
を
引
い
て
は
し

ご
を
起
こ
し
た
の
ち
、
こ
れ
を
保
持
し
、
二
番
員
の
「
確
保
よ
し
」
の
合
図
で
第
百
四
十
四
条
第
二
号
に
定

め
る
要
領
で
降
て
い
し
、
は
し
ご
を
も
と
の
位
置
に
搬
送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

［
三 

同
上
］ 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
に
よ
る
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
で
は
し
ご
引
上
げ
ロ
ー
プ
を
引
い
て
は

し
ご
を
起
こ
し
、
二
番
員
の
「
架
て
い
よ
し
」
の
合
図
で
確
保
ロ
ー
プ
を
解
い
て
整
理
し
た
の
ち
肩
に
か

け
、
第
百
四
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
降
て
い
し
、
担
架
、
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
も
と
の
位
置
に
搬

送
し
て
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
五
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
九
十
四
条 

第
百
七
十
六
条
及
び
第
百
八
十
九
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
水
平
救
助
操
法(

二)

を

実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
三 

同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
百
九
十
五
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に
搬

送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
架
て
い
位
置
に

搬
送
す
る
。 

［
四 

同
上
］ 

（
屋
内
進
入
及
び
検
索
） 

第
百
九
十
六
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標
開

口
部
に
架
て
い
し
、
前
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
三
番
員
か
ら
担
架
引
上
げ
用
ロ
ー
プ
及
び
小
綱
を
受
け
取

つ
て
肩
に
か
け
、
と
び
口
一
本
を
持
つ
て
第
百
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
し
て
「
進

入
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
と
び
口
結
着
」
の
号
令
で
と
び
口
二
本
を
小
綱
で
結
着
し
、
と
び
口
の
先

端
を
開
き
適
当
な
位
置
の
は
し
ご
の
主
か
ん
に
小
綱
で
そ
れ
ぞ
れ
結
着
し
、
「
結
着
よ
し
」
と
合
図
し
た
の

ち
、
前
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号
令
で
ロ
ー
プ
を
解
き
、
一
端
を
地
上
に
降
ろ
し
、
三
番
員
の
「
担
架
よ

し
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
三
番
員
と
協
力
し
て
担
架
を
引
き
上
げ
た
の
ち
引
上
げ
用
ロ
ー
プ
を
解

き
、
続
い
て
三
番
員
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
受
け
取
り
、
一
箇
所
吊
り
担
架
の
カ
ラ
ビ
ナ
に
も
や
い
結
び
、
半

結
び
で
結
着
し
、
「
結
着
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
架
て
い
」
の
号
令
で
第
百
四
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し
ご
を
目
標

開
口
部
に
架
て
い
し
、
同
号
の
「
進
入
」
の
号
令
で
第
百
四
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
は
し

ご
を
確
保
し
、
一
番
員
及
び
指
揮
者
の
登
て
い
を
確
認
し
た
の
ち
、
同
号
の
「
担
架
用
意
」
の
号
令
で
一
番

員
の
降
ろ
し
た
ロ
ー
プ
を
担
架
頭
部
の
枠
に
巻
結
び
及
び
半
結
び
で
結
着
し
て
「
担
架
結
着
よ
し
」
と
合
図

し
、
は
し
ご
を
保
持
し
て
「
確
保
よ
し
」
と
合
図
す
る
。 



 

［
四 

略
］ 

第
二
百
十
七
条 

［
略
］ 

（
収
納
） 

第
二
百
十
八
条 

救
出
完
了
の
の
ち
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
次
い
で
二
番
員
に
「
確
保
」
と
号
令
し
、
一
番
員
及
び
三
番
員
が

降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百
六
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
と
び
口
一
本
を
携
行
し
て
降
て
い
す
る
。 

［
二
～
四 

略
］ 

 
 

第
六
節 

一
箇
所
吊
り
担
架
水
平
救
助
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
十
九
条 

第
百
九
十
六
条
、
第
二
百
九
条
及
び
第
二
百
十
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
一
箇
所
吊
り
担

架
水
平
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
二 

略
］ 

第
二
百
二
十
条 

［
略
］ 

第
二
百
二
十
一
条 

［
略
］ 

第
二
百
二
十
二
条 

［
略
］ 

 
 

第
七
節 

応
急
は
し
ご
車
救
助
操
法 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
二
十
三
条 

応
急
は
し
ご
車
救
助
操
法
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一
～
三 

略
］ 

四 

二
番
員
は
、
第
百
八
十
六
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
と
相
対
す
る
。 

五 

三
番
員
は
、
第
百
八
十
六
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
と
相
対
す
る
。 

六 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
八
十
六
条
第
六
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合

図
を
行
つ
た
の
ち
、
一
番
員
と
イ
ン
タ
ー
フ
オ
ン
で
交
信
テ
ス
ト
を
行
い
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」

の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

第
二
百
二
十
四
条 

［
略
］ 

第
二
百
二
十
五
条 

［
略
］ 

第
二
百
二
十
六
条 

［
略
］ 

（
退
出
及
び
収
納
） 

第
二
百
二
十
七
条 

救
出
完
了
の
の
ち
、
隊
員
が
退
出
し
、
機
械
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領

に
よ
る
。 

［
一
～
二 

略
］ 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
で
三
番
員
に
協
力
し
て
救
助
ロ
ー
プ
を
て
い

体
か
ら
は
ず
し
、
同
号
の
「
登
て
い
始
め
」
の
号
令
で
右
手
を
横
水
平
に
上
げ
、
上
横
に
振
つ
て
上
昇
の
合

図
を
し
、
同
号
の
「
と
ま
れ
」
の
号
令
で
右
手
を
静
止
さ
せ
て
と
ま
れ
の
合
図
を
し
、
指
揮
者
を
リ
フ
タ
ー

内
に
収
容
し
て
背
バ
ン
ド
を
か
け
、
同
号
の
「
降
て
い
始
め
」
の
号
令
で
右
手
を
横
水
平
に
上
げ
、
下
横
に

振
つ
て
降
下
の
合
図
を
し
、
四
番
員
の
「
リ
フ
タ
ー
降
下
お
わ
り
」
の
合
図
で
支
持
点
の
カ
ラ
ビ
ナ
及
び
小

［
四 

同
上
］ 

第
百
九
十
七
条 

［
同
上
］ 

（
収
納
） 

第
百
九
十
八
条 

［
同
上
］ 

一 

指
揮
者
は
、
「
お
さ
め
」
と
号
令
し
、
次
い
で
二
番
員
に
「
確
保
」
と
号
令
し
、
一
番
員
及
び
三
番
員
が

降
て
い
し
た
の
ち
、
第
百
四
十
四
条
に
定
め
る
要
領
で
と
び
口
一
本
を
携
行
し
て
降
て
い
す
る
。 

［
二
～
四 

同
上
］ 

 
 

第
六
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
百
九
十
九
条 

第
百
七
十
六
条
、
第
百
八
十
九
条
及
び
第
百
九
十
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
一
箇
所
吊
り

担
架
水
平
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
二 

同
上
］ 

第
二
百
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
一
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
二
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
七
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
三
条 

［
同
上
］ 

［
一
～
三 

同
上
］ 

四 

二
番
員
は
、
第
百
六
十
六
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
と
相
対
す
る
。 

五 

三
番
員
は
、
第
百
六
十
六
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
と
相
対
す
る
。 

六 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
六
条
第
六
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合

図
を
行
つ
た
の
ち
、
一
番
員
と
イ
ン
タ
ー
フ
オ
ン
で
交
信
テ
ス
ト
を
行
い
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」

の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

第
二
百
四
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
五
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
六
条 

［
同
上
］ 

（
退
出
及
び
収
納
） 

第
二
百
七
条 

［
同
上
］ 

 

［
一
～
二 

同
上
］ 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
で
三
番
員
に
協
力
し
て
救
助
ロ
ー
プ
を
て
い

体
か
ら
は
ず
し
、
同
号
の
「
登
て
い
始
め
」
の
号
令
で
右
手
を
横
水
平
に
上
げ
、
上
横
に
振
つ
て
上
昇
の
合

図
を
し
、
同
号
の
「
と
ま
れ
」
の
号
令
で
右
手
を
静
止
さ
せ
て
と
ま
れ
の
合
図
を
し
、
指
揮
者
を
リ
フ
タ
ー

内
に
収
容
し
て
背
バ
ン
ド
を
か
け
、
同
号
の
「
降
て
い
始
め
」
の
号
令
で
右
手
を
横
水
平
に
上
げ
、
下
横
に

振
つ
て
降
下
の
合
図
を
し
、
四
番
員
の
「
リ
フ
タ
ー
降
下
お
わ
り
」
の
合
図
で
支
持
点
の
カ
ラ
ビ
ナ
及
び
小



 

綱
を
は
ず
し
て
も
ち
、
リ
フ
タ
ー
の
背
バ
ン
ド
を
は
ず
し
指
揮
者
に
つ
づ
い
て
リ
フ
タ
ー
か
ら
お
り
、
リ
フ

タ
ー
を
お
さ
め
て
「
リ
フ
タ
ー
収
納
よ
し
」
と
合
図
し
て
地
上
に
お
り
、
三
番
員
の
ロ
ー
プ
整
理
に
協
力

し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
整
理
を
停
止
し
て
は
し
ご
車
左
側
に
い
た
り
、
第

百
九
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
う
と
と
も
に
、
小
綱
及
び
カ

ラ
ビ
ナ
も
あ
わ
せ
て
は
し
ご
車
に
収
納
し
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
で
て
い
体
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
、
救

助
ロ
ー
プ
及
び
誘
導
ロ
ー
プ
の
結
び
目
を
解
い
て
整
理
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
ロ

ー
プ
の
整
理
を
停
止
し
て
は
し
ご
車
右
側
に
い
た
り
、
第
百
九
十
四
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規

定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
準
備
を
整
え
「
操
作
台
準
備
よ

し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
登
て
い
始
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
二
番
員
の
上
昇
の
合
図
で
リ
フ
タ
ー
を
上

昇
さ
せ
、
二
番
員
の
と
ま
れ
の
合
図
で
「
と
ま
れ
」
の
合
図
を
復
唱
し
、
リ
フ
タ
ー
を
停
止
さ
せ
、
同
号
の

「
降
て
い
始
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
二
番
員
の
降
下
の
合
図
で
リ
フ
タ
ー
を
降
下
さ
せ
て
「
リ
フ
タ
ー
降

下
お
わ
り
」
と
合
図
し
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
及
び
二
番
員
の
「
リ
フ
タ
ー
収
納
よ
し
」
の
合
図

で
同
号
の
「
は
し
ご
お
さ
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
一
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
計
器
等
に
注
意
し
て

は
し
ご
の
縮
て
い
、
旋
回
及
び
伏
て
い
操
作
を
行
い
、
伏
て
い
を
確
認
し
て
「
伏
て
い
よ
し
」
と
合
図
し
、

地
上
に
お
り
て
ジ
ヤ
ツ
キ
バ
ル
ブ
位
置
に
い
た
り
、
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
と
合
図
し
、
第
百
九
十
四
条
第

五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
を
行
つ
た
の
ち
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
八
節 

は
し
ご
車
に
よ
る
多
数
救
助
操
法 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
二
十
八
条 

は
し
ご
車
に
よ
る
多
数
救
助
操
法
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一
～
三 

略
］ 

四 

二
番
員
は
、
第
百
八
十
六
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
か
ら
ロ
ー
プ
一
本
を
取
り
出
し
、
右
（
左
）
肩
か
ら
左
（
右
）
脇
に
か
け
た
の
ち
、
は
し
ご

車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
に
相
対
す
る
。 

五 

三
番
員
は
、
第
百
八
十
六
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
に
相
対
す
る
。 

六 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
八
十
六
条
第
六
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合

図
を
行
つ
た
の
ち
、
一
番
員
と
イ
ン
タ
ー
フ
オ
ン
で
交
信
テ
ス
ト
を
行
い
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」

の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

（
架
て
い
及
び
進
入
並
び
に
二
番
員
先
端
と
う
乗
） 

第
二
百
二
十
九
条 

は
し
ご
を
架
て
い
し
、
隊
員
が
進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

一 

指
揮
者
は
、
第
二
百
二
十
四
条
第
一
号
に
定
め
る
要
領
で
「
は
し
ご
架
て
い
用
意
」
、
「
は
し
ご
架
て

い
」
及
び
「
進
入
」
と
号
令
し
、
次
い
で
一
番
員
の
進
入
を
確
認
し
て
「
徒
手
登
は
ん
、
先
端
と
う
乗
」
と

号
令
す
る
。 

二 

一
番
員
は
、
第
二
百
二
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
う
。 

［
三 

略
］ 

四 

四
番
員
は
、
第
二
百
二
十
四
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
等
を
行
つ
た

綱
を
は
ず
し
て
も
ち
、
リ
フ
タ
ー
の
背
バ
ン
ド
を
は
ず
し
指
揮
者
に
つ
づ
い
て
リ
フ
タ
ー
か
ら
お
り
、
リ
フ

タ
ー
を
お
さ
め
て
「
リ
フ
タ
ー
収
納
よ
し
」
と
合
図
し
て
地
上
に
お
り
、
三
番
員
の
ロ
ー
プ
整
理
に
協
力

し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
ロ
ー
プ
整
理
を
停
止
し
て
は
し
ご
車
左
側
に
い
た
り
、
第

百
七
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
う
と
と
も
に
、
小
綱
及
び
カ

ラ
ビ
ナ
も
あ
わ
せ
て
は
し
ご
車
に
収
納
し
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
で
て
い
体
か
ら
救
助
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
、
救

助
ロ
ー
プ
及
び
誘
導
ロ
ー
プ
の
結
び
目
を
解
い
て
整
理
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
ロ

ー
プ
の
整
理
を
停
止
し
て
は
し
ご
車
右
側
に
い
た
り
、
第
百
七
十
四
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規

定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
お
さ
め
、
登
て
い
用
意
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
準
備
を
整
え
「
操
作
台
準
備
よ

し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
登
て
い
始
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
二
番
員
の
上
昇
の
合
図
で
リ
フ
タ
ー
を
上

昇
さ
せ
、
二
番
員
の
と
ま
れ
の
合
図
で
「
と
ま
れ
」
の
合
図
を
復
唱
し
、
リ
フ
タ
ー
を
停
止
さ
せ
、
同
号
の

「
降
て
い
始
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
二
番
員
の
降
下
の
合
図
で
リ
フ
タ
ー
を
降
下
さ
せ
て
「
リ
フ
タ
ー
降

下
お
わ
り
」
と
合
図
し
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
及
び
二
番
員
の
「
リ
フ
タ
ー
収
納
よ
し
」
の
合
図

で
同
号
の
「
は
し
ご
お
さ
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
一
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
計
器
等
に
注
意
し
て

は
し
ご
の
縮
て
い
、
旋
回
及
び
伏
て
い
操
作
を
行
い
、
伏
て
い
を
確
認
し
て
「
伏
て
い
よ
し
」
と
合
図
し
、

地
上
に
お
り
て
ジ
ヤ
ツ
キ
バ
ル
ブ
位
置
に
い
た
り
、
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
と
合
図
し
、
第
百
七
十
四
条
第

五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
を
行
つ
た
の
ち
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
八
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
八
条 

［
同
上
］ 

［
一
～
三 

同
上
］ 

四 

二
番
員
は
、
第
百
六
十
六
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
か
ら
ロ
ー
プ
一
本
を
取
り
出
し
、
右
（
左
）
肩
か
ら
左
（
右
）
脇
に
か
け
た
の
ち
、
は
し
ご

車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
に
相
対
す
る
。 

五 

三
番
員
は
、
第
百
六
十
六
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の

ち
、
は
し
ご
車
後
方
に
い
た
つ
て
車
両
に
相
対
す
る
。 

六 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
百
六
十
六
条
第
六
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合

図
を
行
つ
た
の
ち
、
一
番
員
と
イ
ン
タ
ー
フ
オ
ン
で
交
信
テ
ス
ト
を
行
い
、
一
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」

の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

（
架
て
い
及
び
進
入
並
び
に
二
番
員
先
端
と
う
乗
） 

第
二
百
九
条 

［
同
上
］ 

一 
指
揮
者
は
、
第
二
百
四
条
第
一
号
に
定
め
る
要
領
で
「
は
し
ご
架
て
い
用
意
」
、
「
は
し
ご
架
て
い
」
及

び
「
進
入
」
と
号
令
し
、
次
い
で
一
番
員
の
進
入
を
確
認
し
て
「
徒
手
登
は
ん
、
先
端
と
う
乗
」
と
号
令
す

る
。 

二 

一
番
員
は
、
第
二
百
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
う
。 

［
三 

同
上
］ 

四 

四
番
員
は
、
第
二
百
四
条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
等
を
行
つ
た
の



 

の
ち
、
二
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

第
二
百
三
十
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
三
十
一
条 

［
同
上
］ 

（
退
出
及
び
収
納
） 

第
二
百
三
十
二
条 
救
出
完
了
の
の
ち
、
隊
員
が
退
出
し
機
械
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に

よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
お
さ
め
」
の
号
令
で
支
持
点
に
取
り
つ
け
た
調
速
機
の
カ
ラ
ビ
ナ
を
は
ず
し
、
二

番
員
の
携
行
し
た
ロ
ー
プ
の
一
端
で
調
速
機
の
フ
ツ
ク
を
結
着
し
、
「
緩
降
機
」
と
地
上
に
合
図
し
て
ロ
ー

プ
で
吊
り
お
ろ
し
、
三
番
員
の
「
到
着
」
の
合
図
で
「
ロ
ー
プ
」
と
合
図
し
て
ロ
ー
プ
を
お
と
し
、
前
号
の

「
徒
手
降
下
、
先
端
と
う
乗
」
の
号
令
で
、
四
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
第
二
百
二
十
七
条
第
二
号
に
定

め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
い
、
地
上
に
お
り
、
安
全
ベ
ル
ト
を
は
し
ご
車
に
収
納

し
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
は
し
ご
移
動
用
意
」
の
号
令
で
て
い
体
に
命
綱
を
つ
け
、
自
己
の
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
は
し
ご
先
端
に
移
り
、
両
主
か
ん
を
も
ち
、
ふ
み
板
を
組
み
立
て
て
両
足
を
の
せ
、
「
先
端
準
備

よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
移
動
」
の
号
令
で
四
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
は
し
ご
先
端
を
目

標
開
口
部
に
誘
導
し
、
架
て
い
が
完
了
し
て
「
架
て
い
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
徒
手
降
下
、
先
端
と

う
乗
」
の
号
令
で
命
綱
を
解
き
自
己
の
確
保
を
解
い
て
、
降
て
い
し
て
地
上
に
お
り
、
緩
降
機
を
整
理
し
て

収
納
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
は
し
ご
車
左
側
に
い
た
り
、
第
二
百
二
十
七
条
第
三

号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
一
番
員
の
「
緩
降
機
」
の
合
図
で
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
緩
降
機
が
到
着
し
て
「
到
着
」
と

合
図
し
、
一
番
員
か
ら
投
下
さ
れ
た
ロ
ー
プ
の
着
地
を
確
認
し
、
調
速
機
の
結
着
を
解
い
て
ロ
ー
プ
を
整
理

し
て
は
し
ご
車
に
収
納
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
は
し
ご
車
右
側
に
い
た
り
、
第
二

百
二
十
七
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど

る
。 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
は
し
ご
移
動
用
意
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
準
備
を
整
え
て
「
操
作
台
準
備
よ

し
」
と
合
図
し
、
二
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
の
合
図
を
復
唱
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
移
動
」
の
号
令
を

復
唱
し
、
は
し
ご
移
動
操
作
を
行
つ
て
目
標
開
口
部
に
架
て
い
し
、
二
番
員
の
「
架
て
い
よ
し
」
の
合
図
で

「
は
し
ご
移
動
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
徒
手
降
下
、
先
端
と
う
乗
」
の
号
令
を
二
番
員
に
伝
達
し
、

二
番
員
の
徒
手
降
下
を
確
認
し
、
次
い
で
同
号
の
「
は
し
ご
お
さ
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
第
二
百
二
十
七

条
第
五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

第
三
章 

低
所
救
助
操
法 

 

第
一
節 

［
略
］ 

第
二
百
三
十
三
条 

［
略
］ 

第
二
百
三
十
四
条 

［
略
］ 

［
第
３
７
図
～
第
３
９
図 

略
］ 

第
４
０
図 

［
略
］ 

第
４
１
図 

［
略
］ 

ち
、
二
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
の
合
図
を
復
唱
す
る
。 

第
二
百
十
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
十
一
条 

［
同
上
］ 

（
退
出
及
び
収
納
） 

第
二
百
十
二
条 

［
同
上
］ 

 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
お
さ
め
」
の
号
令
で
支
持
点
に
取
り
つ
け
た
調
速
機
の
カ
ラ
ビ
ナ
を
は
ず
し
、
二

番
員
の
携
行
し
た
ロ
ー
プ
の
一
端
で
調
速
機
の
フ
ツ
ク
を
結
着
し
、
「
緩
降
機
」
と
地
上
に
合
図
し
て
ロ
ー

プ
で
吊
り
お
ろ
し
、
三
番
員
の
「
到
着
」
の
合
図
で
「
ロ
ー
プ
」
と
合
図
し
て
ロ
ー
プ
を
お
と
し
、
前
号
の

「
徒
手
降
下
、
先
端
と
う
乗
」
の
号
令
で
、
四
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
第
二
百
七
条
第
二
号
に
定
め
る

要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
い
、
地
上
に
お
り
、
安
全
ベ
ル
ト
を
は
し
ご
車
に
収
納
し
た

の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
は
し
ご
移
動
用
意
」
の
号
令
で
て
い
体
に
命
綱
を
つ
け
、
自
己
の
安
全
を
確
保

し
な
が
ら
は
し
ご
先
端
に
移
り
、
両
主
か
ん
を
も
ち
、
ふ
み
板
を
組
み
立
て
て
両
足
を
の
せ
、
「
先
端
準
備

よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
移
動
」
の
号
令
で
四
番
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
は
し
ご
先
端
を
目

標
開
口
部
に
誘
導
し
、
架
て
い
が
完
了
し
て
「
架
て
い
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
徒
手
降
下
、
先
端
と

う
乗
」
の
号
令
で
命
綱
を
解
き
自
己
の
確
保
を
解
い
て
、
降
て
い
し
て
地
上
に
お
り
、
緩
降
機
を
整
理
し
て

収
納
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
は
し
ご
車
左
側
に
い
た
り
、
第
二
百
七
条
第
三
号
に

定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
は
、
一
番
員
の
「
緩
降
機
」
の
合
図
で
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
緩
降
機
が
到
着
し
て
「
到
着
」
と

合
図
し
、
一
番
員
か
ら
投
下
さ
れ
た
ロ
ー
プ
の
着
地
を
確
認
し
、
調
速
機
の
結
着
を
解
い
て
ロ
ー
プ
を
整
理

し
て
は
し
ご
車
に
収
納
し
、
四
番
員
の
「
ジ
ヤ
ツ
キ
お
さ
め
」
の
合
図
で
は
し
ご
車
右
側
に
い
た
り
、
第
二

百
七
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
及
び
合
図
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
は
し
ご
移
動
用
意
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
準
備
を
整
え
て
「
操
作
台
準
備
よ

し
」
と
合
図
し
、
二
番
員
の
「
先
端
準
備
よ
し
」
の
合
図
を
復
唱
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
移
動
」
の
号
令
を

復
唱
し
、
は
し
ご
移
動
操
作
を
行
つ
て
目
標
開
口
部
に
架
て
い
し
、
二
番
員
の
「
架
て
い
よ
し
」
の
合
図
で

「
は
し
ご
移
動
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
徒
手
降
下
、
先
端
と
う
乗
」
の
号
令
を
二
番
員
に
伝
達
し
、

二
番
員
の
徒
手
降
下
を
確
認
し
、
次
い
で
同
号
の
「
は
し
ご
お
さ
め
」
の
号
令
を
復
唱
し
、
第
二
百
七
条
第

五
号
に
定
め
る
要
領
で
同
号
に
規
定
す
る
操
作
を
行
つ
た
の
ち
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

第
三
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
十
三
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
十
四
条 
［
同
上
］ 

［
第
３
７
図
～
第
３
９
図 

同
上
］ 

第
３
９
図
の
２ 

［
同
上
］ 

第
３
９
図
の
３ 

［
同
上
］ 



 

 
第
二
節 

［
略
］ 

第
二
百
三
十
五
条
～
第
二
百
四
十
条 

［
略
］ 

 
 

第
三
節 

［
略
］ 

第
二
百
四
十
一
条
～
第
二
百
四
十
四
条 

［
略
］ 

 
 

第
四
節 
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
救
助
操
法 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
四
十
五
条 

第
百
九
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
四 

略
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
四
十
六
条 

は
し
ご
ク
レ
ー
ン
救
助
操
法
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
目
標
○
○
、
操
作
始
め
」
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定

め
る
要
領
で
目
標
位
置
ま
で
搬
送
し
、
前
号
の
「
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
作
成
」
の
号
令
で
小
綱
を
二
つ
折
り
に

し
て
は
し
ご
背
面
側
上
部
の
横
さ
ん
中
央
に
巻
き
結
び
、
半
結
び
で
結
着
し
、
こ
れ
に
補
強
用
カ
ラ
ビ
ナ
を

か
け
「
上
部
固
定
滑
車
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
救
助
ロ
ー
プ
用
意
」
の
号
令
で
動
滑
車
及
び
救
助
用

縛
帯
を
準
備
し
、
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
に
よ
り
、
救
助
ロ
ー
プ
に
動
滑
車
を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
こ

れ
に
救
助
用
縛
帯
を
取
り
付
け
、
「
動
滑
車
取
付
け
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
は
し
ご
お
こ
せ
、
確
保

ロ
ー
プ
引
け
」
の
号
令
で
、
は
し
ご
中
央
部
左
側
で
は
し
ご
に
正
対
し
、
二
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
約

七
十
度
の
角
度
に
立
て
な
が
ら
、
上
端
部
が
目
標
点
（
線)

に
出
る
ま
で
前
進
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
目
標
○
○
、
操
作
始
め
」
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
六
十
一
条
第
三
号
に

定
め
る
要
領
で
目
標
位
置
の
や
や
手
前
ま
で
搬
送
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
作
成
」
の
号
令
で
小
綱

を
二
つ
折
り
に
し
て
は
し
ご
表
面
側
下
部
の
横
さ
ん
中
央
に
巻
き
結
び
、
半
結
び
で
結
着
し
、
こ
れ
に
滑
車

及
び
補
強
用
カ
ラ
ビ
ナ
を
か
け
「
下
部
固
定
滑
車
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
救
助
ロ
ー
プ
用
意
」
の
号

令
で
救
助
ロ
ー
プ
を
解
き
、
下
部
固
定
滑
車
か
ら
上
部
固
定
滑
車
に
通
し
、
端
末
を
は
し
ご
上
端
横
さ
ん
に

結
着
し
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
お
こ
せ
、
確
保
ロ
ー
プ
引
け
」
の
号
令
で
は
し
ご
中
央

部
右
側
で
は
し
ご
に
正
対
し
、
一
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
約
七
十
度
の
角
度
に
立
て
な
が
ら
、
上
端
部

が
目
標
点
（
線
）
に
出
る
ま
で
前
進
す
る
。 

［
四
・
五 

略
］ 

第
二
百
四
十
七
条 

［
略
］ 

第
二
百
四
十
八
条 

［
略
］ 

 
 

第
五
節 

［
略
］ 

第
二
百
四
十
九
条
～
第
二
百
五
十
五
条 

［
略
］ 

第
四
章 

濃
煙
中
救
助
操
法 

 
 

第
一
節 

［
略
］ 

第
二
百
五
十
六
条 

［
略
］ 

第
二
百
五
十
七
条 

［
略
］ 

第
４
２
図
～
第
４
５
図 

［
略
］ 

 

第
二
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
十
五
条
～
第
二
百
二
十
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
二
十
一
条
～
第
二
百
二
十
四
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
四
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
二
十
五
条 

第
百
七
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
救
助
操
法
を
実
施
す
る
と
き

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

［
一
～
四 

同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
二
十
六
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
目
標
○
○
、
操
作
始
め
」
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
二
号
に
定

め
る
要
領
で
目
標
位
置
ま
で
搬
送
し
、
前
号
の
「
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
作
成
」
の
号
令
で
小
綱
を
二
つ
折
り
に

し
て
は
し
ご
背
面
側
上
部
の
横
さ
ん
中
央
に
巻
き
結
び
、
半
結
び
で
結
着
し
、
こ
れ
に
補
強
用
カ
ラ
ビ
ナ
を

か
け
「
上
部
固
定
滑
車
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
救
助
ロ
ー
プ
用
意
」
の
号
令
で
動
滑
車
及
び
救
助
用

縛
帯
を
準
備
し
、
二
番
員
の
「
よ
し
」
の
合
図
に
よ
り
、
救
助
ロ
ー
プ
に
動
滑
車
を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
こ

れ
に
救
助
用
縛
帯
を
取
り
付
け
、
「
動
滑
車
取
付
け
よ
し
」
と
合
図
し
、
前
号
の
「
は
し
ご
お
こ
せ
、
確
保

ロ
ー
プ
引
け
」
の
号
令
で
、
は
し
ご
中
央
部
左
側
で
は
し
ご
に
正
対
し
、
二
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
約

七
十
度
の
角
度
に
立
て
な
が
ら
、
上
端
部
が
目
標
点
（
線)

に
出
る
ま
で
前
進
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
目
標
○
○
、
操
作
始
め
」
の
号
令
で
三
連
は
し
ご
を
第
百
四
十
一
条
第
三
号
に

定
め
る
要
領
で
目
標
位
置
の
や
や
手
前
ま
で
搬
送
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
作
成
」
の
号
令
で
小
綱

を
二
つ
折
り
に
し
て
は
し
ご
表
面
側
下
部
の
横
さ
ん
中
央
に
巻
き
結
び
、
半
結
び
で
結
着
し
、
こ
れ
に
滑
車

及
び
補
強
用
カ
ラ
ビ
ナ
を
か
け
「
下
部
固
定
滑
車
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
救
助
ロ
ー
プ
用
意
」
の
号

令
で
救
助
ロ
ー
プ
を
解
き
、
下
部
固
定
滑
車
か
ら
上
部
固
定
滑
車
に
通
し
、
端
末
を
は
し
ご
上
端
横
さ
ん
に

結
着
し
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
は
し
ご
お
こ
せ
、
確
保
ロ
ー
プ
引
け
」
の
号
令
で
は
し
ご
中
央

部
右
側
で
は
し
ご
に
正
対
し
、
一
番
員
と
協
力
し
て
は
し
ご
を
約
七
十
度
の
角
度
に
立
て
な
が
ら
、
上
端
部

が
目
標
点
（
線
）
に
出
る
ま
で
前
進
す
る
。 

［
四
・
五 

同
上
］ 

第
二
百
二
十
七
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
二
十
八
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
五
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
二
十
八
条
の
二
～
第
二
百
二
十
八
条
の
八 

［
同
上
］ 

第
四
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 
［
同
上
］ 

第
二
百
二
十
九
条 
［
同
上
］ 

第
二
百
三
十
条 

［
同
上
］ 

第
４
０
図
～
第
４
３
図 
［
同
上
］ 



 

 
 

第
二
節 

［
略
］ 

第
二
百
五
十
八
条
～
第
二
百
六
十
二
条 

［
略
］ 

 

第
三
節 

検
索
救
助
操
法
（
二
） 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
六
十
三
条 
検
索
救
助
操
法
（
二
）
を
開
始
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
五
十
八
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
操
作
及
び

合
図
を
行
い
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
二
百
五
十
八
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
操
作
及

び
合
図
を
行
い
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
二
百
五
十
八
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
命
綱
の
カ
ラ
ビ
ナ
を
二
番
員

の
確
保
ロ
ー
プ
に
か
け
、
安
全
環
を
確
実
に
し
め
た
の
ち
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

［
五 

略
］ 

第
二
百
六
十
四
条 

［
略
］ 

第
二
百
六
十
五
条 

［
略
］ 

（
第
二
次
進
入
） 

第
二
百
六
十
六
条 

第
二
次
進
入
を
行
う
に
は
、
次
の
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

三 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

四 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
四
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す

る
。 

第
二
百
六
十
七
条 

［
略
］ 

（
救
出
） 

第
二
百
六
十
八
条 

要
救
助
者
を
救
出
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
六
十
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出

す
る
。 

［
三
・
四 

略
］ 

（
屋
外
搬
出
） 

第
二
百
六
十
九
条 

救
出
し
た
要
救
助
者
を
屋
外
に
搬
出
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
、
第
二
百
七
十
六
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
上
体
を
も
ち
、
前
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
七
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

を
搬
送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
六
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
足
部
を
も
ち
、
第
一
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
七
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助

者
を
搬
送
す
る
。 

 
 

第
二
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
三
十
一
条
～
第
二
百
三
十
五
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

（
操
法
の
開
始
） 

第
二
百
三
十
六
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
三
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
操
作
及
び

合
図
を
行
い
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
二
百
三
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
操
作
及

び
合
図
を
行
い
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
第
二
百
三
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
命
綱
の
カ
ラ
ビ
ナ
を
二
番
員

の
確
保
ロ
ー
プ
に
か
け
、
安
全
環
を
確
実
に
し
め
た
の
ち
、
進
入
の
姿
勢
を
と
る
。 

［
五 

同
上
］ 

第
二
百
三
十
七
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
三
十
八
条 

［
同
上
］ 

（
第
二
次
進
入
） 

第
二
百
三
十
九
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
七
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

三 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
七
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

四 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
七
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す

る
。 

第
二
百
四
十
条 

［
同
上
］ 

（
救
出
） 

第
二
百
四
十
一
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
三
十
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出

す
る
。 

［
三
・
四 

同
上
］ 

（
屋
外
搬
出
） 

第
二
百
四
十
二
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 
一
番
員
は
、
前
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
、
第
二
百
四
十
九
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
上
体
を
も
ち
、
前
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
五
十
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
を

搬
送
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
第
二
百
四
十
九
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
足
部
を
も
ち
、
第
一
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
五
十
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

を
搬
送
す
る
。 



 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
六
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
足
部
前
方
に
位
置
し
、
第
一
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
七
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で

要
救
助
者
の
搬
送
を
誘
導
す
る
。 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
確
保
ロ
ー
プ
を
整
理
し
て
左
手
に
も
ち
、
要
救
助
者
の

足
部
前
方
に
位
置
し
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
七
十
七
条
第
四
号

に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
の
搬
送
を
誘
導
す
る
。 

（
収
納
） 

第
二
百
七
十
条 

要
救
助
者
を
屋
外
搬
出
し
た
の
ち
、
器
具
を
収
納
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
七
十
八
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
を
お
ろ
し
た
の

ち
、
第
二
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理
し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
七
十
八
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
を
お
ろ
し
た
の

ち
、
第
二
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理
し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
及
び
四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理

し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
四
節 

緊
急
救
助
操
法 

第
二
百
七
十
一
条 

［
略
］ 

（
進
入
） 

第
二
百
七
十
二
条 

進
入
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
五
十
九
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

三 

三
番
員
は
、
第
二
百
五
十
九
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す
る
。 

（
要
救
助
者
発
見
時
の
処
置
） 

第
二
百
七
十
三
条 

要
救
助
者
を
発
見
し
た
と
き
は
、
次
の
要
領
に
よ
る
。 

一 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
第
二
百
六
十
条
第
一
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
合
図
を
行
う
。 

二 

三
番
員
は
、
第
二
百
六
十
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
合
図
を
行
う
。 

（
救
出
） 

第
二
百
七
十
四
条 

要
救
助
者
を
救
出
す
る
に
は
、
次
の
号
令
及
び
要
領
に
よ
る
。 

［
一 

略
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出
す
る
。 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
六
十
一
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す

る
。 

第
二
百
七
十
五
条 

［
略
］ 

 
 

第
五
節 

［
略
］ 

第
二
百
七
十
六
条 

［
略
］ 

第
二
百
七
十
七
条 

［
略
］ 

第
二
百
七
十
八
条 

［
略
］ 

四 

三
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
第
二
百
四
十
九
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者

の
足
部
前
方
に
位
置
し
、
第
一
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
五
十
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
要

救
助
者
の
搬
送
を
誘
導
す
る
。 

五 

四
番
員
は
、
第
一
号
の
「
搬
送
用
意
」
の
号
令
で
確
保
ロ
ー
プ
を
整
理
し
て
左
手
に
も
ち
、
要
救
助
者
の

足
部
前
方
に
位
置
し
て
「
よ
し
」
と
合
図
し
、
同
号
の
「
搬
送
始
め
」
の
号
令
で
第
二
百
五
十
条
第
四
号
に

定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
の
搬
送
を
誘
導
す
る
。 

（
収
納
） 

第
二
百
四
十
三
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
五
十
一
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
を
お
ろ
し
た
の

ち
、
第
二
百
三
十
五
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理
し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
五
十
一
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
要
救
助
者
を
お
ろ
し
た
の

ち
、
第
二
百
三
十
五
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理
し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

四 

三
番
員
及
び
四
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
五
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
器
具
を
整
理

し
、
集
合
線
に
も
ど
る
。 

 
 

第
四
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
四
十
四
条 

［
同
上
］ 

（
進
入
） 

第
二
百
四
十
五
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
第
二
百
三
十
二
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
進
入
す
る
。 

三 

三
番
員
は
、
第
二
百
三
十
二
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す
る
。 

（
要
救
助
者
発
見
時
の
処
置
） 

第
二
百
四
十
六
条 

［
同
上
］ 

一 

一
番
員
及
び
二
番
員
は
、
第
二
百
三
十
三
条
第
一
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
合
図
を
行
う
。 

二 

三
番
員
は
、
第
二
百
三
十
三
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
に
よ
り
合
図
を
行
う
。 

（
救
出
） 

第
二
百
四
十
七
条 

［
同
上
］ 

［
一 

同
上
］ 

二 

一
番
員
は
、
前
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出
す
る
。 

三 

二
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
四
条
第
三
号
に
定
め
る
要
領
で
救
出
す
る
。 

四 
三
番
員
は
、
第
一
号
の
号
令
で
、
第
二
百
三
十
四
条
第
四
号
に
定
め
る
要
領
で
確
保
ロ
ー
プ
を
操
作
す

る
。 

第
二
百
四
十
八
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
五
節 
［
同
上
］ 

第
二
百
四
十
九
条 
［
同
上
］ 

第
二
百
五
十
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
五
十
一
条 

［
同
上
］ 



 

 
 

 

第
五
章 

座
屈
・
倒
壊
建
物
救
助
操
法 

 
 

第
一
節 

通
則 

第
二
百
七
十
九
条 

［
略
］ 

第
二
百
八
十
条 

［
略
］ 

第
４
６
図 

［
略
］ 

第
４
７
図 

［
略
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
八
十
一
条 

第
三
十
四
条
、
第
四
十
一
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
四
条
の
三
、
第
百
六

条
の
三
、
第
百
六
条
の
十
及
び
第
百
九
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
座
屈
・
倒
壊
建
物
救
助
操
法
を
実
施

す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
五 

略
］ 

 
 

第
二
節 

［
略
］ 

第
二
百
八
十
二
条
～
第
二
百
八
十
九
条 

［
略
］ 

 
 

第
三
節 

［
略
］ 

第
二
百
九
十
条
～
第
二
百
九
十
五
条 

［
略
］ 

 
 

 

第
五
章 

［
同
上
］ 

 
 

第
一
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
五
十
二
条 

［
同
上
］ 

第
二
百
五
十
三
条 

［
同
上
］ 

第
４
４
図 

［
同
上
］ 

第
４
５
図 

［
同
上
］ 

（
操
法
実
施
上
の
留
意
事
項
） 

第
二
百
五
十
四
条 

第
三
十
四
条
、
第
四
十
一
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
四
条
の
三
、
第
百
六

条
の
三
、
第
百
六
条
の
十
及
び
第
百
七
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
座
屈
・
倒
壊
建
物
救
助
操
法
を
実
施

す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

［
一
～
五 

同
上
］ 

 
 

第
二
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
五
十
五
条
～
第
二
百
六
十
二
条 

［
同
上
］ 

 
 

第
三
節 

［
同
上
］ 

第
二
百
六
十
三
条
～
第
二
百
六
十
八
条 

［
同
上
］ 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。 

 



    
 

 
附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  


